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研究の概要  
背景
•    全世界の留留学⽣生数の増加／⽇日本⼈人の海外留留学者数の減少
•    ⾼高等教育の質保証、学びの実質化をめぐる議論論の⾼高まり

Ø グローバル社会で活躍しうる⼈人材に求められる  スキルと能⼒力力の明確化・測定の進展   
Ø 学⽣生の海外学習の促進と、多様かつ効果的な  国際教育プログラムの開発ニーズの⾼高まり   

研究の⽬目的
•    海外留留学が留留学経験者の留留学後のキャリア形成や⼈人⽣生に与える中⻑⾧長期的なイ
ンパクトを明らかにする。

• グローバ  ル⼈人材の育成という喫緊の課題に取り組む⼤大学（国際教  育のカリ
キュラム改⾰革等）と企業（⼈人材育成とキャリア  形成）に対する有益な⽰示唆の
提供も⽬目的とする。
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研究の概要  
研究の⽅方法
• ⼤大規模な回顧的追跡調査（オンラインによる質問紙調査）  

ü 2014年年12⽉月〜～2015年年5⽉月上旬まで回答受付  
ü 総回収数：5227件  •  有効回答数：4,489件（確定値）

• 調査対象者  
ü 現在社会⼈人、もしくは過去に社会⼈人を経験したことが  ある⼈人  
ü ⼩小・中学校は主に⽇日本で過ごし、⾼高校卒業後に3か⽉月  以上の海外留留学を経験した⼈人（ただ
し、卒業後も留留学  を経験していれば、⾼高校在学中に海外留留学を経験して  いてもよい）  

ü 留留学先の対象は、⾼高等学校、⼤大学、⼤大学院、職業・専  ⾨門学校、語学学校（インターナ
ショナルスクール・国  際バカロレア、⺠民間のダンススクールやプロスポーツ  の育成チー
ム（専修学校等に属さないもの）、⺠民間の  ビジネス研修機関は含まない  ）

ü 海外留留学の⽬目的が語学習得や学位取得などであり、単  なるボランティアやワーキングホ
リデーは含まない 3



本発表のアウトライン
• ⽂文献調査の結果 
• 質問調査の結果 

• 質問調査の内容 
• 回答者の属性 
• 留留学の中⻑⾧長期的なインパクト 

•  全体的な集計結果 
•  留留学先の国別の結果 

• まとめ 
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⽂文献調査の結果
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留留学のインパクトに関する過去の⽂文献 
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英語⽂文献：３２６件・⽇日本語⽂文献：１７件 　 
（論論⽂文・レポートなどを含む。２０１５年年６⽉月９⽇日現在の数
値。継続して調査を⾏行行う予定。） 
調査の⽅方針： 
・留留学のインパクトに関する複数のビブリオ
グラフィーを参照。 
・国際教育・留留学に関係のある分野のジャー
ナル論論⽂文などの記事を探索索。 

・⾒見見つかった⽂文献内での引⽤用⽂文献を探索索。 
・英語⽂文献の探索索でCenter for International 
Higher Educationのリソースも活⽤用。 
年年代別傾向：２０００年年代後半に留留学のイン
パクトに関連した英語⽂文献が⽶米国で増加。 
 

英語⽂文献（年年代別） 



インパクトの焦点の傾向

• 異異⽂文化コンピテンス（知
識識・態度度・技術）、⾔言語に
ついて焦点を当てた研究が
多い。 

• キャリアに関する研究や留留
学の中⻑⾧長期的なアウトカム
研究のうち、⼤大規模なもの
は２０００年年代に⾏行行われて
いる。 
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異異⽂文化コンピテンス 

⾔言語 

社会・情緒的成⻑⾧長 

進路路・キャリア 

専⾨門知識識・専⾨門性 

学業成績・卒業 

英語⽂文献（３２６件）のインパク
トの焦点について、該当するカテ
ゴリに複数カウント。 Mayer-Lee & Evans (2007)のアウトカム 

アセスメントの領領域を参考に分類 

参考⽂文献：Meyer-Lee, E., & Evans, J. (2007). Areas of study in outcomes assessment. In M. C. Bolen (Ed.),  
A guide to outcomes assessment in education abroad (pp. 61–70). Carlisle, PA: Forum on Education Abroad. 



留留学の中⻑⾧長期的なインパクトに関する 
主要な研究について 

• ２０００年年代に⽶米国で⾏行行われた⼤大規模な研究のうち、キャリア
や中⻑⾧長期的インパクトに焦点を当てた調査について概観する。 

•  IESによる調査 
•  AIFSによる調査 
•  SAGE Study 
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IESによる調査
•  １９５０年年から１９９９年年の５０年年の間にIESの留留学プログラムに参加した留留学経験者に対し
て、２００２年年にサーベイ調査を⾏行行い、３７２３名から回答を得た。 

•  インパクトの焦点：留留学期間の違い、留留学プログラム中の使⽤用⾔言語の違い、留留学プログラム内
のデザインの違い、その他のプログラムの特性や留留学参加者の参加年年代ごとの違い、キャリア
に関する⻑⾧長期的なインパクトについて。 

•  留留学が回答者の３分の２のキャリア選択に影響を与え、回答者の半分が国際的な側⾯面を持つ
キャリアについている（Norris & Gillespie, 2009)。 
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参照：Norris, E. M., & Gillespie, J. (2009). How study abroad shapes global careers: Evidence 
from the United States. Journal of Studies in International Education, 13(3), 382–397. 　など 



AIFS Study Abroad Outcomes
•  1990年年から2010年年までの間にAIFSのプログラムで留留学した⼈人に2012年年に、独⾃自の
調査票によりサーベイ調査を実施。1582名から回答を得た。 

•  インパクトの焦点：全般（語学・⽂文化理理解・世界観・キャリアなど）について。 

•  キャリア関連の項⽬目： 
•  留留学で得たスキルや異異⽂文化コミュニケーション能⼒力力が卒業後の初めての仕事を得るにあたり
役に⽴立立った 　→ 　56％ 

•  ⾃自分の興味のある分野で仕事をすることの重要性の認識識に役⽴立立った 　→ 　65％ 
•  仕事を通じて個⼈人的充⾜足感を得られるということに重要性を置くようになった 　→ 　70％ 
多様な職場環境に適応する能⼒力力の向上に役⽴立立った 　→ 　80％ 

•  留留学成果全般を扱うため、キャリアに関してなどに特化した質問項⽬目数⾃自体は少な
い。 
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参照：American  Institute  for  Foreign  Study.  (2013).  AIFS  study  abroad  outcomes:  A  view  from  our  
alumni  1990-‐‑‒2010.  American  Institute  for  Foreign  Study.



Study  Abroad  for  Global  Engagement  (SAGE)
• １９６０年年から２００５年年までの約５０年年間に海外留留学した６３７８名と、留留
学未経験者５９２４名に対してサーベイ調査を実施。さらに留留学経験者６３名
に対するインタビューと複数のケーススタディを実施。２００６年年から２０１
０年年まで⽶米国教育省省の研究助成を得て⾏行行われた。

• インパクトの焦点：留留学経験の⻑⾧長期的なインパクトとしてグローバルエンゲー
ジメント（国際社会貢献）の５つの側⾯面（市⺠民としての⾏行行動、知の創造、フィ
ランソロピー、社会起業、質素倹約）、および、留留学後の進学やキャリア選択
への影響について。（留留学が留留学経験者個⼈人だけではなく社会へ与える影響を
議論論。）

• 留留学経験は、特に質素倹約の態度度や、留留学後の進学・キャリア選択という留留学
経験者の⼈人⽣生にわたり影響を与えることが明らかになった。

•  本研究調査票の作成においては、SAGEの調査票を参考にし、SAGE研究代表者の⼀一⼈人のDr.  Fryに
も助⾔言を求めた。

11参照：Paige, R. M., Fry, G. W., Stallman, E. M., Josić, J., & Jon, J.-E. (2009). Study abroad for global engagement:  
the long-‐‑‒term impact of mobility experiences. Intercultural Education, 20(sup1), S29–S44. 　など 



⽂文献調査より 

• 留留学経験のインパクトに関する研究は２０００年年代に増加。 
• ２０００年年代を通じて、留留学が留留学経験者のキャリアや社会に
与える中⻑⾧長期的なインパクトについての⼤大規模な研究が⽶米国を
中⼼心に⾏行行われ、留留学の中⻑⾧長期的な、また社会的な意義や効果が
議論論されつつあるが、同様の研究は⽇日本では⾏行行われていない。 

• 本研究では、⼩小中学校時に⽇日本で主として教育を受け、海外留留
学を経験した⼈人を対象として、海外留留学の中⻑⾧長期的なインパク
トや、社会に与える影響などについて明らかにする⼤大規模な調
査を実施した。 
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質問調査の結果
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留留学のインパクト：質問項⽬目と有効回答数
分類 質問 ⾃自⼰己（主観的）評価スケール 項⽬目数 有効回答数

能⼒力力 留留学の結果、次のような能⼒力力が向上したと思いますか。 ４（つよくそう思う）－１（全くそう思わない） １８ 4,489

現在、⽇日本語以外に使える⾔言語とそのレベルは。また、
現在の仕事で、どの程度度使っているかもお答えくださ
い。

⾔言語レベル
１（ネイティブ並）
２（仕事上⼗十分なコミュニケーションができる）
３（仕事上ある程度度コミュニケーションができる）
４（⽇日常会話程度度）
使⽤用頻度度
１（かなり使っている）－４（全く）使っていない

２ 4,489

キャリア 海外留留学が、キャリアにどの程度度影響を与えたと思い
ますか。

４（つよくそう思う）－１（全くそう思わない） ６ 4,486

海外留留学経験に関することが、採⽤用の際にどの程度度評
価されたと思いますか。

４（つよくそう思う）－１（全くそう思わない） ４ 4,483

現在の職場における同年年代の留留学未経験者と⽐比較して、
キャリアの処遇上でどのような違いがありますか。

５（かなり⾼高い）－１（かなり低い） ７ 2,836

意識識・⾏行行動 海外留留学の結果、次のような意識識がどの程度度⾼高まった
と思いますか。

４（つよくそう思う）－１（全くそう思わない） １６ 4,488

海外留留学の結果、次のような⾏行行動へのかかわりがどの
程度度多くなったと思いますか。

４（よく参加している）－１（全く参加していない） ８ 4,487

態度度・価値 以下のそれぞれの項⽬目について当てはまるものを⼀一つ
選んでください。

４（Ａに近い）－１（Ｂに近い） ８ 4,486

⼈人⽣生の満⾜足度度 以下のそれぞれの項⽬目について当てはまるものを⼀一つ
選んでください。

４（つよくそう思う）－１（全くそう思わない） ６ 4,487
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回答者属性 　
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男性(2205),	  
49.1

⼥女女性(2284),	  
50.9

性別

60歳以上,	  
2.2%

55〜～59歳,	  
9.8%

50〜～54歳,	  
16.6%

45〜～50歳,	  
18.4%

40〜～45歳,	  
17.0%

35〜～39歳,	  
12.7%

30〜～34歳,	  
12.8%

25〜～29歳,	  
8.8%

24歳以下,	  
1.9%

男性
n=2,205

60歳以
上,	  .2%

55〜～59歳,	  
2.9%50〜～54歳,	  

9.1%

45〜～50歳,	  
14.6%

40〜～45歳,	  
20.5%

35〜～39歳,	  
19.5%

30〜～34歳,	  
17.8%

25〜～29歳,	  
13.3%

24歳以下,	  
2.0%

⼥女女性
n=2,284

年年代（現在の年年齢）

n=4,489



全体的な集計結果
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留留学の傾向

⾼高校 ⼤大学 ⼤大学院
(修⼠士)

⼤大学院
(博⼠士) 語学学校 その他 合計

全留留学回数（D） 238 2,079 568 229 1,706 390 5,210

１回の留留学経験 74 
2.1％

1,522 
42.7％

429 
12.0％

129 
3.6％

1,205 
33.8％

207 
5.8％

3,566 
100％

2回以上の留留学経験
*（A）

164 
10.0%

557 
33.9%

139 
8.5%

100 
6.1%

501 
30.5%

183 
11.1%

1,644 
100%

2回以上の留留学経験
の中で最も重要な留留
学先学校種別と回答

した数（B） 

69 
7.5% 

348 
37.7% 

139 
15.1% 

73 
7.9% 

186 
20.2% 

108 
11.7% 

923 
100％ 

B/A 42.1% 62.5% 100% 73.0% 37.1% 59.0% 56.1%
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1回の留留学経験者
•  3,566⼈人で、全回答者数（4,489⼈人）
の79.4％

•  ⼤大学の留留学が最も多く42.7％、次いで
語学学校が33.8％

2回以上の留留学経験者
•  923⼈人で、全回答者数の20.6％
•  より上位の留留学先学校種別において、
最も重要な留留学とする回答の割合が⾼高
い。

留留学の留留学先学校種別
（留留学回数別：1回留留学・2回以上の留留学） n=4,489

2回以上の留留学経験
の中で２回⽬目以降降の
留留学を最も重要と回
答した数（C） 

3 242 123 66 77 86 597 

C/B 4.3% 69.5% 88.5% 90.4% 41.4% 79.6% 64.7%

本発表の分析においては、留留学経験が複数回あ
る場合、回答者にとって最も重要な海外留留学経
験についての回答となっている。

2回 3回 4回 5回以上 合計 

留留学経験者数 729 164 25 5 923

*2回以上の留留学経験の内訳(留留学回数別)



留留学の傾向
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1年年未満
(1911),	  42.6

1〜～2年年未満
(1117),	  24.9

2〜～3年年未満
(518),	  11.5

3〜～4年年未満
(318),	  7.1

4〜～5年年未満
(220),	  4.9

5年年以上
(405),	  9.0

留留学期間
（合計）

⼤大学(42%)と語学学校(31%)の
留留学で７割。

n=4,489

留留学形態

n=4,489

学位取得/卒業を⽬目的とした留留学
は36％

留留学期間は合計でも1年年未満が最
も多く43%を占める。

[分類名],  
[値],  [パーセ
ンテージ]

[分類名],  
[値],  [パーセ
ンテージ]

[分類名],
  [値],  [パーセ
ンテージ]

 　 

[分類名], 
[値], [パーセン
テージ] 

[分類名], 
[値], [パーセン
テージ] 

⼤大学院（修
⼠士）, 568, 13% 

⼤大学院（博
⼠士）, 202, 4% 

[分類名], 
 [値], [パーセン
テージ] 

[分類名], 
 [値], [パーセン
テージ] 

 　 

留留学先学校種別

n=4,489



留留学の傾向 
留留学先学校種別X留留学形態

29.2% 

9.0% 

64.4% 

82.9% 

39.9% 

30.1% 

3.8% 

7.3% 

8.4% 

10.9% 

39.6% 

57.3% 

67.0% 

83.7% 

27.2% 

6.2% 

20.4% 

12.6% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0% 

その他（315） 

語学学校（1,391） 

⼤大学院（博⼠士）（202） 

⼤大学⼤大学院（修⼠士）（568） 

⼤大学（1,870） 

⾼高校（143） 

学位取得/卒業 単位取得（交換留留学等） その他 
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n=4,489



年年代別
（現在の年年齢別）

留留学の傾向
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5.6%

2.1%

.3%

.8%

56.6%

44.2%

40.5%

34.6%

8.0%

12.0%

13.1%

21.8%

1.5%

4.2%

4.7%

9.5%

21.7%

30.7%

33.9%

25.4%

6.5%

6.7%

7.6%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代以下(907)

30歳代(1582)

40歳代(1415)

50歳以上(585)

高校 大学 大学院（修士） 大学院（博士） 語学学校 その他

留留学経験のうち最も上位の留留学先学校種別

現在の年年齢が上がるほど、上位の学位課程（⼤大学院）に留留学した傾向が⾒見見られる。
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1.3

3.6

1.8

1.1

.4

3.3

3.0

4.4

0.9

6.8

2.5

2.7

1.1

1.1

4.7

6.7

1.3

11.9

4.1

4.8

2.6

3.7

0 10 20 30 40 50 60 70

将来の就職に有利だから

日本での生活に満足できなかったから

大学の課程に留学が組み込まれていたか

ら

自分を鍛えたかったから

周囲に勧められたから

過去に訪れたことがあり、親近感を持っ

ていたから

過去に日本でその国の人と交流したこと

があり、親近感を持っていたから

その他

1～3位合計(4,489) 1位(4,486) 2位(4,349) 3位(4,191)

留留学の傾向
留留学をした主な理理由を最⼤大３つまで、1〜～3位で順位づけ。

59.3

26.3

56.3

18.0

24.8

16.5

5.6

9.2

38.7

5.2

13.3

5.6

7.8

8.7

2.5

2.9

12.6

13.8

25.4

5.6

9.7

5.2

1.8

3.4

9.1

8.3

19.7

7.5

8.1

3.1

1.4

3.2

0 10 20 30 40 50 60 70

語学を本場で学びたかったから

その国の歴史・文化について現地で

学びたかったから

外国生活により視野を広げたかった

から

とにかく留学したかったから

知識・技能を得たかったから

学問・研究領域が最先端の国・大学

で学びたかったから

スポーツ・芸術・文化領域が最先端

の国・学校で学びたかったから

海外で学位を取りたかったから

1～3位合計(4,489) 1位(4,486) 2位(4,349) 3位(4,191)



留留学の中⻑⾧長期的なインパクト：能⼒力力

11.1 
18.9 
18.3 
19.4 
19.6 

25.0 
22.3 
24.1 
25.9 
25.3 
27.0 
26.1 

30.2 
29.9 

36.1 
35.8 

41.2 
41.5 

35.8 
45.3 
46.7 

48.9 
54.4 

48.5 
55.6 

56.3 
53.1 
54.2 
52.1 
54.6 

51.6 
55.9 

52.3 
56.3 

51.1 
51.5 

43.9 
31.3 
30.9 

28.2 
23.3 

22.0 
19.8 

17.5 
18.9 
18.5 
18.6 
17.1 
16.3 

12.7 
10.4 

7.2 
6.7 
6.2 

9.2 
4.5 
4.2 
3.6 
2.7 

4.5 
2.4 
2.2 
2.2 
2.0 
2.3 
2.2 
2.0 
1.4 
1.2 
0.7 
1.0 
0.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0 

 6リーダーシップ 

 17批判的思考⼒力力 

 14創造⼒力力 

 18論論理理的思考⼒力力 

 12協調性 

 1専⾨門知識識・技能 

 16問題解決能⼒力力 

 2基礎学⼒力力・⼀一般教養 

 15忍耐⼒力力 

 10⽬目的を達成する⼒力力 

 9ストレス耐性 

 13社交性 

 7積極性・⾏行行動⼒力力 

 11柔軟性 

 4コミュニケーション能⼒力力 

 5留留学先の社会・習慣・⽂文化に関する知識識 

 3外国語運⽤用能⼒力力 

 8異異⽂文化に対応する⼒力力 

つよくそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 
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留留学の結果、次のような能⼒力力が向上したと思いますか。
n=4,489

%



ネイティブ並,	  
8.8

仕事上⼗十分なコ
ミュニケーション
ができる,	  37.0

仕事上ある程
度度コミュニケー
ションができる,	  

28.6

⽇日常会話程度度,	  
25.6

留留学の中⻑⾧長期的なインパクト：能⼒力力

23

現在、⽇日本語以外に使える⾔言語とそのレベルは。また、現在の仕事で、どの程度度使っていますか。

英語,	  83.5

中国語,	  6.3

ドイツ語,	  2.3

フランス語,	  2.1
韓国語,	  2.1

その他,	  3.7

かなり使ってい
る,	  27.9

多少使ってい
る,	  19.3時々使ってい

る,	  20.8

全く使っていな
い,	  32.0

最もレベルが⾼高いと回答した
現在の外国語のレベル 　

                                                                    n=4,489 
(内4,014が英語)

⼀一番レベルの⾼高い⾔言語の
仕事での利利⽤用頻度度

n=4,489 
(内4,014が英語)

⼀一番レベルの⾼高い⾔言語                                                                    
n=4,489 



経営者・役員ク
ラス(452),	  10.1

管理理職クラス
（部⻑⾧長・課⻑⾧長、マ
ネージャー、教
授など）(911),	  

20.3

⼀一般社員クラス
（助教なども含
む）(1856),	  41.3

アルバイト・契
約社員など
(659),	  14.7

その他(611),	  
13.6

5000⼈人以上
(734),	  16.4

1000⼈人〜～4999
⼈人(631),	  14.1

500⼈人〜～999⼈人
(372),	  8.3

300⼈人〜～499⼈人
(283),	  6.3

100⼈人〜～299⼈人
(530),	  11.830⼈人〜～99⼈人

(483),	  10.8

10⼈人〜～29⼈人
(306),	  6.8

5⼈人〜～9⼈人
(210),	  4.7

5⼈人未満(940),	  
20.9

事務職(1457),	  
32.5

営業職(607),	  
13.5

技術職(390),	  
8.7

研究職(304),	  
6.8

専⾨門職(827),	  
18.4

その他(904),	  
20.1

n=4,489

従業員規模	

役職	

職種	

年収	

あなたの現在の職業をお答えください。

n=4,489

n=4,489

2000万円以上
(74),	  1.6

1500〜～2000万
円(101),	  2.3

1000〜～1500万
円(315),	  7.0

800〜～1000万円
(431),	  9.6

600〜～800万円
(530),	  11.8

400〜～600万円
(947),	  21.1

200〜～400万円
(1233),	  27.5

0〜～200万円
(857),	  19.1

n=4,488

回答者の属性

24



留留学の中⻑⾧長期的なインパクト：キャリア
海外留留学が、キャリアにどの程度度影響を与え
たと思いますか。

 
 

海外留留学経験に関することが、採⽤用の際にどの
程度度評価されたと思いますか。
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8.0 

11.2 

14.1 

24.1 

30.1 

33.0 

23.0 

20.7 

23.3 

34.3 

32.3 

36.7 

37.0 

32.7 

38.5 

24.1 

21.8 

23.0 

31.9 

35.4 

24.1 

17.5 

15.7 

7.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0 

6NPOや社会活動をしようという意欲が⾼高
まった 

5起業しようという意欲が⾼高まった（営
利利・⾮非営利利）を含む 

3現在の年年収を⾼高めるのに役⽴立立った 

4現在の仕事において留留学で学んだ知識識や
スキルを使っている 

2現在の仕事に就く上で助けになった 

1キャリア設計の上で助けになった 

つよくそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 

%

18.5 

19.7 

21.3 

20.1 

34.7 

35.9 

34.7 

36.0 

29.7 

27.4 

26.9 

28.0 

17.2 

17.1 

17.0 

15.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0 

3留留学で学んだ知識識やスキルが評価された 

4外国⼈人とのコミュニケーション経験が評
価された 

2留留学で⾝身につけた語学⼒力力が評価された 

1⾃自分の留留学経歴が評価された 

つよくそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 

%

n=4,483n=4,486



留留学の中⻑⾧長期的なインパクト：キャリア 
現在の職場における同年年代の留留学未経験者と⽐比較して、キャリアの処遇上でどのような違いがありますか。
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7.0 

5.7 

10.7 

6.1 

11.4 

10.2 

16.1 

15.1 

17.4 

20.8 

20.1 

24.3 

27.9 

26.6 

61.1 

66.4 

53.7 

63.6 

57.6 

54.7 

46.4 

3.6 

4.8 

3.6 

5.2 

3.7 

3.5 

3.6 

13.2 

5.7 

11.3 

5.0 

3.1 

3.7 

7.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0 

7海外赴任の頻度度 

2昇進・昇格のスピード 

6海外出張の頻度度 

1職位 

4担当する仕事量量 

3担当する職務の範囲 

5海外関連業務担当の頻度度 

かなり⾼高い やや⾼高い 変わらない やや低い かなり低い ｎ=2,836

%



留留学の中⻑⾧長期的なインパクト：意識識・⾏行行動 

15.8 

16.5 

14.5 

16.9 

19.6 

20.4 

21.7 

19.8 

21.6 

22.2 

21.5 

21.0 

24.6 

30.8 

36.2 

41.9 

35.2 

40.3 

46.0 

42.8 

41.9 

42.1 

45.1 

48.7 

46.9 

48.4 

50.2 

53.3 

48.4 

53.5 

48.0 

45.0 

36.5 

34.5 

33.3 

32.7 

30.2 

30.5 

25.9 

26.9 

25.5 

23.9 

24.1 

21.8 

22.7 

12.9 

13.0 

10.4 

12.5 

8.6 

6.2 

7.6 

8.2 

7.0 

7.4 

4.6 

5.9 

5.6 

4.2 

3.9 

4.3 

2.8 

2.8 

2.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0 

3地球市⺠民としての意識識が⾼高まった 

9社会での男⼥女女共同参画の意識識が⾼高まった 

16⾃自⼰己有⽤用感（ 社会の中で⾃自分は必要とされているという意識識）が⾼高まった 

6環境・貧困問題等の地球的課題に対する意識識が⾼高まった 

10性別に捉われず家庭内における役割を担うことへの意識識が⾼高まった 

2アジア⼈人としての意識識が⾼高まった 

11宗教に関する寛容性が⾼高まった 

13価値判断を留留保して、なぜそうなのかを考えようとするようになった 

7平和に対する意識識が⾼高まった 

4政治・社会問題への関⼼心が⾼高まった 

14⾃自⼰己肯定感（⾃自信）が⾼高まった 

15⾃自⼰己効⼒力力感（ ⾃自分はやるべきことを実⾏行行できるという意識識）が⾼高まった 

12リスクを取ること、チャレンジすることに関する意識識が⾼高まった 

5外交・国際関係への興味が⾼高まった 

8多様な価値観や⽂文化的背景を持つ⼈人と共⽣生する意識識が⾼高まった 

1⽇日本⼈人としての意識識が⾼高まった 

つよくそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 
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海外留留学の結果、次のような意識識がどの程度度⾼高まったと思いますか。

%

ｎ=4,488



留留学の中⻑⾧長期的なインパクト：意識識・⾏行行動

28

海外留留学の結果、次のような⾏行行動へのかかわりがどの程度度多くなったと思いますか。 

3.2 

6.7 

7.7 

8.0 

9.3 

11.8 

13.2 

14.1 

10.5 

20.7 

23.6 

28.0 

31.2 

31.4 

34.9 

36.4 

32.7 

37.9 

36.6 

35.8 

33.5 

31.6 

30.4 

29.4 

53.5 

34.7 

32.1 

28.2 

26.1 

25.1 

21.5 

20.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0 

6政治活動 

2芸術⽂文化の発展・育成⽀支援活動 

4多様な価値観や⽂文化的背景を持つ⼈人々への⽀支援活動 

1地域社会への貢献活動 

3⾝身近な地域の環境美化運動など、⽣生活の中の省省資源・省省エネルギー、リサイクル等 

5多様な価値観や⽂文化的背景を持つ⼈人々との交流流活動 

8多様な分野で活躍している⼈人々との交流流活動 

7多様な年年齢・世代の⼈人々との交流流活動 

よく参加している 時々参加している あまり参加していない 全く参加していない ｎ=4,487

%



留留学の中⻑⾧長期的なインパクト：態度度・価値観と⼈人⽣生の満⾜足度度

態度度・価値観 ⼈人⽣生の満⾜足度度

29

以下のそれぞれの項⽬目について当てはまるものを⼀一つ選んでください。

13.3 

13.0 

18.4 

29.7 

32.7 

30.5 

33.9 

36.0 

35.4 

39.9 

42.7 

42.9 

41.2 

47.3 

42.6 

42.3 

39.3 

38.0 

29.3 

21.8 

21.4 

18.3 

18.5 

17.4 

12.1 

9.1 

9.5 

5.7 

4.7 

4.0 

5.1 

4.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0 

2Aリスクをとる⇔Bとらない 

3A⾰革新的⇔B保守的 

7Aストレス強い⇔B弱い 

1A楽観的⇔B悲観的 

6A多様な価値観⇔B同じ価値観 

4A新規性⇔B継続性 

8A⽣生活向上⇔B⾝身の丈 

5A転職⇔B⻑⾧長く働く 

Aに近い どちらかというとAに近い 

どちらかというとBに近い Bに近い 

%

6.6 

13.6 

15.8 

19.1 

18.2 

26.5 

32.8 

47.4 

53.1 

51.4 

55.2 

48.4 

36.2 

26.5 

24.6 

24.0 

22.5 

20.3 

24.4 

12.5 

6.6 

5.6 

4.0 

4.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0 

2あなたは、現在の収⼊入に満⾜足している 

1あなたは、現在の仕事に満⾜足している 

6あなたは、⼈人⽣生に満⾜足している 

4あなたは、仕事以外のプライベートな⽣生活
に満⾜足している 

5あなたは、交友関係に満⾜足している 

3あなたは、⾃自分の留留学経験に満⾜足している 

つよくそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 

%

ｎ=4,487ｎ=4,486



留留学先の国別の結果

30



留留学の傾向：留留学先の国
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アメリカ合衆国・
カナダ, 2,374 , 

52.9% 

[分類名], 
 [値], [パーセン
テージ] 

[分類名], 
 [値], [パーセン
テージ] 

[分類名], 
[値], [パーセン
テージ] 

ドイツ・フラン
ス, 272 , 6.1% 

[分類名], 
[値], [パーセン
テージ] 

n=4,489



4.2%

.5%

1.2%

5.6%

1.1%

1.7%

49.1%

55.3%

25.3%

23.4%

33.1%

33.4%

14.9%

3.9%

16.4%

4.6%

14.0%

10.6%

5.2%

2.0%

4.5%

3.0%

6.6%

3.2%

20.8%

36.2%

45.5%

52.4%

33.8%

39.3%

5.8%

2.2%

7.0%

10.9%

11.4%

11.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アメリカ合衆国、

カナダ(2374)

中国、台湾、韓国

(409)

イギリス(596)

オーストラリア、

ニュージーランド

(431)

ドイツ、フランス

(272)

その他(407)

高校 大学 大学院（修士） 大学院（博士） 語学学校 その他

 
留留学の傾向：留留学先学校種別X留留学先の国	

32

アメリカ・カナダ、中国・台湾・韓国の場合は⼤大学への留留学、イギリス、オーストラリア・
ニュージーランドの場合は語学学校への留留学が多い。

[分類名], 
[値], [パーセン
テージ] 

[分類名], 
[値], [パーセン
テージ] 

⼤大学院（修⼠士）, 
568, 13% 

⼤大学院（博⼠士）, 
202, 4% 

[分類名], 
 [値], [パーセン
テージ] 

[分類名], 
 [値], [パーセン
テージ] 

 　 留留学先学校別
（全体的な集計結果）

n=4,489



留留学の傾向：留留学理理由X留留学先の国	
中国・台湾・韓国は「語学を学びたかった」、オーストラリア・ニュージーランドは「視野を広げ
たかった」の回答の割合が他国よりも多い。

55.9%

23.0%

56.4%

19.5%

26.0%

21.5%

4.8%

12.2%

75.1%

39.1%

52.1%

16.9%

13.9%

4.2%

2.4%

2.2%

63.4%

24.2%

58.9%

15.3%

24.8%

15.3%

5.7%

9.1%

69.1%

19.7%

63.6%

22.5%

22.5%

6.7%

0.011600928

6.7%

49.3%

35.7%

48.5%

9.9%

33.1%

17.3%

16.2%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

語学を本場で学びたかったから

その国の歴史・文化について現地で

学びたかったから

外国生活により視野を広げたかった

から

とにかく留学したかったから

知識・技能を得たかったから

学問・研究領域が最先端の国・大学

で学びたかったから

スポーツ・芸術・文化領域が最先端

の国・学校で学びたかったから

海外で学位を取りたかったから

アメリカ合衆国、カナダ(2374) 中国、台湾、韓国(409)
イギリス(596) オーストラリア、ニュージーランド(431)
ドイツ、フランス(272)

8.6%

13.4%

4.0%

20.8%

8.9%

6.0%

2.9%

6.8%

10.8%

10.3%

2.9%

18.8%

8.8%

9.5%

10.3%

10.8%

9.9%

9.4%

2.7%

21.3%

5.7%

11.7%

3.4%

7.6%

9.0%

19.7%

3.0%

21.6%

6.3%

9.7%

3.0%

7.9%

5.9%

12.1%

1.1%

25.0%

7.7%

8.5%

4.8%

10.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

将来の就職に有利だから

日本での生活に満足できなかったか

ら

大学の課程に留学が組み込まれてい

たから

自分を鍛えたかったから

周囲に勧められたから

過去に訪れたことがあり、親近感を

持っていたから

過去に日本でその国の人と交流した

ことがあり、親近感を持っていたか

ら

その他

アメリカ合衆国、カナダ(2374) 中国、台湾、韓国(409)
イギリス(596) オーストラリア、ニュージーランド(431)
ドイツ、フランス(272)

※海外留留学の主な理理由第1〜～3位の合算値を全体数4,489で割って集計 33



留留学の傾向：留留学期間Ｘ留留学先の国

34

留留学期間
（留留学先の国別）

留留学先の国
（留留学期間別）

45.9%

48.4%

57.7%

64.5%

75.5%

70.4%

9.7%

12.0%

8.7%

6.3%

5.9%

3.0%

14.3%

15.0%

13.7%

11.3%

4.5%

9.4%

12.3%

9.5%

7.1%

7.5%

4.5%

4.4%

5.3%

7.3%

5.8%

4.7%

4.5%

8.1%

12.3%

7.8%

6.9%

5.7%

5.0%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年未満(1911)

1～2年未満(1117)

2～3年未満(518)

3～4年未満(318)

4～5年未満(220)

5年以上(405)

アメリカ合衆国、カナダ 中国、台湾、韓国
イギリス オーストラリア、ニュージーランド
ドイツ、フランス その他

16.3%

18.6%

19.1%

24.1%

12.5%

27.5%

27.5%

36.4%

33.9%

42.7%

32.0%

39.1%

22.2%

28.6%

29.5%

20.2%

30.1%

18.4%

12.8%

10.3%

8.4%

5.3%

9.2%

7.6%

8.9%

2.2%

4.9%

3.0%

7.0%

2.9%

6.7%

2.2%

1.8%

1.9%

2.6%

2.2%

2.8%

.5%

1.0%

1.4%

2.6%

.2%

2.7%

1.2%

1.3%

1.4%

4.0%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アメリカ合衆国、

カナダ(2374)

中国、台湾、韓国

(409)

イギリス(596)

オーストラリア、

ニュージーランド

(431)

ドイツ、フランス

(272)

その他(407)

3	 か月以上～6か月未満 6か月以上～1年未満 1年以上～2年未満

1年以上～2年未満 3年以上～4年未満 4年以上～5年未満

5年以上～6年未満 6年以上

2年年未満の留留学ではアメリカ以外の国が半分以上を占めるが、2年年以上の留留学ではほとんどがアメリカへの留留学。



※「つよくそう思う」「そう思う」の回答を集計

75.5%

81.8%

92.6%

89.4%

91.8%

53.1%

72.4%

76.5%

92.7%

87.5%

93.2%

36.9%

70.8%

83.7%

93.8%

89.9%

93.6%

41.8%

62.2%

78.2%

89.8%

87.2%

89.6%

42.7%

79.8%

79.8%

91.5%

83.8%

92.6%

36.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1専門知識・技能

2基礎学力・一般教養

3外国語運用能力

4コミュニケーション能力

5留学先の社会・習慣・文

化に関する知識

6リーダーシップ

アメリカ合衆国、カナダ(2374)
中国、台湾、韓国(409)
イギリス(596)
オーストラリア、ニュージーランド(431)
ドイツ、フランス(272)

82.8%

92.8%

79.5%

81.8%

86.1%

74.8%

77.8%

91.7%

80.2%

74.8%

83.4%

70.4%

81.0%

94.1%

80.7%

80.2%

86.9%

76.3%

85.2%

93.0%

76.8%

78.0%

86.8%

76.8%

77.9%

93.0%

76.5%

77.2%

87.9%

67.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7積極性・行動力

8異文化に対応する力

9ストレス耐性

10目的を達成する力

11柔軟性

12協調性

アメリカ合衆国、カナダ(2374)
中国、台湾、韓国(409)
イギリス(596)
オーストラリア、ニュージーランド(431)
ドイツ、フランス(272)

81.9%

69.3%

79.3%

79.9%

66.4%

72.3%

77.5%

53.1%

80.0%

72.4%

59.7%

59.2%

80.7%

60.7%

78.0%

76.2%

65.1%

69.6%

81.9%

63.1%

75.9%

74.2%

55.9%

57.3%

77.6%

68.4%

82.0%

82.0%

72.8%

74.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13社交性

14創造力

15忍耐力

16問題解決能力

17批判的思考力

18論理的思考力

アメリカ合衆国、カナダ(2374)
中国、台湾、韓国(409)
イギリス(596)
オーストラリア、ニュージーランド(431)
ドイツ、フランス(272)

留留学の中⻑⾧長期的なインパクト：能⼒力力Ｘ留留学先

35



最もレベルが⾼高いと回答した外国語のレベル

10.5%

10.0%

8.2%

4.6%

6.6%

40.0%

31.8%

37.6%

29.0%

32.7%

27.6%

29.1%

29.0%

32.5%

26.8%

21.8%

29.1%

25.2%

33.9%

33.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アメリカ合衆国、カナダ

(2374)

中国、台湾、韓国(409)

イギリス(596)

オーストラリア、ニュー

ジーランド(431)

ドイツ、フランス(272)

ネイティブ並
仕事上十分なコミュニケーションができる
仕事上ある程度コミュニケーションができる
日常会話程度

留留学の中⻑⾧長期的なインパクト：能⼒力力Ｘ留留学先

36



59.2%

59.7%

56.2%

57.9%

54.3%

53.5%

52.1%

53.5%

55.7%

58.2%

51.9%

55.2%

49.2%

54.3%

45.7%

55.5%

48.5%

37.5%

47.8%

45.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1自分の留学経歴が評価された

2留学で身につけた語学力が評価され

た

3留学で学んだ知識やスキルが評価さ

れた

4外国人とのコミュニケーション経験

が評価された

アメリカ合衆国、カナダ(2373) 中国、台湾、韓国(409)
イギリス(594) オーストラリア、ニュージーランド(429)
ドイツ、フランス(272)

留留学の中⻑⾧長期的なインパクト:キャリアX留留学先

37

アメリカ・カナダ・イギリスの留留学が重要と回答した⼈人の⽅方がキャリアへの影響、採⽤用における
評価は⾼高い。

※「つよくそう思う」「そう思う」の回答を集計

キャリアへの影響 採⽤用における評価

72.1%

66.3%

41.4%

62.7%

33.8%

31.7%

66.0%

56.2%

31.1%

49.1%

26.4%

27.6%

71.6%

61.4%

36.4%

59.4%

30.2%

28.7%

62.6%

60.5%

34.9%

52.6%

28.8%

35.8%

65.1%

54.0%

31.3%

51.5%

28.7%

25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1キャリア設計の上で助けになった

2現在の仕事に就く上で助けになった

3現在の年収を高めるのに役立った

4現在の仕事において留学で学んだ知

識やスキルを使っている

5起業しようという意欲が高まった

（営利・非営利）を含む

6NPOや社会活動をしようという意欲

が高まった

アメリカ合衆国、カナダ(2373) 中国、台湾、韓国(409)
イギリス(596) オーストラリア、ニュージーランド(430)
ドイツ、フランス(272)



留留学の中⻑⾧長期的なインパクト:キャリアX留留学先

38

アメリカ・カナダの留留学が重要と回答した⼈人の⽅方がキャリア
の処遇の違いもある。

留留学未経験者と⽐比較したキャリア処遇上の違い

※「かなり⾼高い」「やや⾼高い」の回答を集計

28.5%

25.3%

41.0%

38.2%

46.1%

34.2%

23.5%

23.8%

18.5%

35.1%

33.1%

35.9%

27.4%

19.0%

24.2%

21.2%

37.5%

34.8%

41.8%

31.0%

23.1%

25.4%

21.5%

35.9%

33.2%

41.4%

28.9%

20.7%

18.1%

17.5%

25.0%

24.4%

33.1%

23.1%

15.0%

0% 20% 40% 60% 80%

1職位

2昇進・昇格のスピード

3担当する職務の範囲

4担当する仕事量

5海外関連業務担当の頻度

6海外出張の頻度

7海外赴任の頻度

アメリカ合衆国、カナダ(1564) 中国、台湾、韓国(248)
イギリス(368) オーストラリア、ニュージーランド(256)
ドイツ、フランス(160)

14.7%

20.8%

21.5%

24.8%

25.7%

25.3%

35.2%

28.2%

34.1%

24.3%

20.6%

23.7%

19.1%

23.9%

22.8%

14.2%

8.3%

10.1%

9.0%

7.4%

11.4%

7.6%

9.4%

4.6%

7.4%

8.8%

2.7%

8.1%

3.0%

7.0%

2.6%

1.0%

2.3%

.2%

4.4%

2.4%

.7%

1.3%

.2%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アメリカ合衆国、カナダ

(2373)

中国、台湾、韓国(409)

イギリス(596)

オーストラリア、ニュー

ジーランド(431)

ドイツ、フランス(272)

0～200万円 200～400万円 400～600万円 600～800万円

800～1000万円 1000～1500万円 1500～2000万円 2000万円以上

現在の年年収

アメリカ・カナダ・イギリスの留留学が重要と回答した
⼈人の年年収レベルは他の国よりも⾼高い。



留留学の中⻑⾧長期的なインパクト：意識識・⾏行行動の変容X留留学先

39

意識識の⾼高まり

※「つよくそう思う」「そう思う」の回答を集計

86.7%

63.0%

52.0%

69.8%

83.9%

58.9%

87.0%

58.4%

45.0%

74.1%

85.3%

55.5%

86.9%

63.3%

51.2%

73.3%

86.6%

60.6%

86.5%

63.6%

52.4%

64.5%

81.7%

61.3%

86.8%

63.2%

50.7%

77.6%

85.3%

61.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1日本人としての意識が高

まった

2アジア人としての意識が

高まった

3地球市民としての意識が

高まった

4政治・社会問題への関心

が高まった

5外交・国際関係への興味

が高まった

6環境・貧困問題等の地球

的課題に対する意識が高

まった

アメリカ合衆国、カナダ(2373)
中国、台湾、韓国(409)
イギリス(596)
オーストラリア、ニュージーランド(431)
ドイツ、フランス(272)

68.3%

85.2%

61.4%

65.1%

67.5%

71.6%

81.7%

42.1%

48.4%

54.5%

66.4%

84.9%

55.2%

61.4%

71.6%

71.0%

82.4%

57.3%

65.4%

64.0%

71.0%

82.7%

54.4%

59.2%

71.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7平和に対する意識が高

まった

8多様な価値観や文化的背

景を持つ人々と共生する

意識が高まった

9社会での男女共同参画の

意識が高まった

10性別に捉われず家庭内

における役割を担うこと

への意識が高まった

11宗教に関する寛容性が

高まった

アメリカ合衆国、カナダ(2373)
中国、台湾、韓国(409)
イギリス(596)
オーストラリア、ニュージーランド(431)
ドイツ、フランス(272)

74.9%

70.0%

73.2%

75.5%

62.5%

68.5%

65.0%

64.3%

67.7%

59.7%

73.2%

69.3%

73.7%

77.0%

58.7%

71.2%

65.4%

74.2%

74.2%

59.9%

67.3%

69.1%

67.6%

72.1%

55.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12リスクを取ること、チャ

レンジすることに関する意

識が高まった

13価値判断を留保して、な

ぜそうなのかを考えようと

するようになった

14自己肯定感（自信）が高

まった

15自己効力感（ 自分はやる

べきことを実行できるとい

う意識）が高まった

16自己有用感（ 社会の中で

自分は必要とされていると

いう意識）が高まった

アメリカ合衆国、カナダ(2373)
中国、台湾、韓国(409)
イギリス(596)
オーストラリア、ニュージーランド(431)
ドイツ、フランス(272)



⾏行行動の⾼高まり

※「よく参加している」「時々参加している」の回答を集計

37.6%

27.8%

41.7%

32.1%

43.9%

14.7%

50.5%

49.7%

32.6%

20.3%

35.3%

27.7%

38.7%

10.8%

48.8%

41.7%

36.1%

26.4%

42.0%

30.8%

45.4%

14.3%

53.9%

49.9%

34.3%

24.4%

39.4%

31.1%

39.4%

12.8%

49.4%

44.1%

28.7%

33.1%

38.2%

26.8%

35.7%

11.8%

44.9%

42.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1地域社会への貢献活動

2芸術文化の発展・育成支援活動

3身近な地域の環境美化運動など、生

活の中の省資源・省エネルギー、リ

サイクル等

4多様な価値観や文化的背景を持つ

人々への支援活動

5多様な価値観や文化的背景を持つ

人々との交流活動

6政治活動

7多様な年齢・世代の人々との交流活

動

8多様な分野で活躍している人々との

交流活動

アメリカ合衆国、カナダ(2374) 中国、台湾、韓国(408)
イギリス(595) オーストラリア、ニュージーランド(431)
ドイツ、フランス(272)

留留学の中⻑⾧長期的なインパクト：意識識・⾏行行動の変容X留留学先

40



態度度・価値観

※「Aに近い」「どちらかというとAに近い」の回答を集計

⼈人⽣生の満⾜足度度

※「つよくそう思う」「そう思う」の回答を集計

73.8%

51.8%

55.5%

78.6%

79.2%

75.1%

62.9%

79.5%

68.9%

41.2%

45.6%

73.0%

71.6%

70.3%

50.0%

68.1%

70.0%

45.5%

51.3%

78.4%

78.2%

73.3%

62.9%

76.8%

73.3%

47.6%

50.3%

81.2%

79.1%

76.3%

60.6%

74.7%

73.3%

42.6%

51.5%

72.2%

76.3%

67.8%

53.7%

67.8%

0% 50% 100%

1A楽観的⇔B悲観的

2Aリスクをとる⇔Bとらない

3A革新的⇔B保守的

4A新規性⇔B継続性

5A転職⇔B長く働く

6A多様な価値観⇔B同じ価値観

7Aストレス強い⇔B弱い

8A生活向上⇔B身の丈

アメリカ合衆国、カナダ(2374) 中国、台湾、韓国(408)
イギリス(596) オーストラリア、ニュージーランド(431)
ドイツ、フランス(270)

62.2%

40.7%

75.3%

70.4%

74.0%

70.3%

58.8%

38.0%

75.5%

71.6%

70.8%

64.2%

61.1%

39.9%

71.8%

71.3%

75.5%

68.3%

58.9%

37.1%

73.1%

67.5%

70.1%

69.1%

57.7%

36.4%

75.7%

71.3%

72.8%

66.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1あなたは、現在の仕事に満足してい

る

2あなたは、現在の収入に満足してい

る

3あなたは、自分の留学経験に満足し

ている

4あなたは、仕事以外のプライベート

な生活に満足している

5あなたは、交友関係に満足している

6あなたは、人生に満足している

アメリカ合衆国、カナダ(2373) 中国、台湾、韓国(408)
イギリス(596) オーストラリア、ニュージーランド(431)
ドイツ、フランス(272)

留留学の中⻑⾧長期的なインパクト：態度度価値観・⼈人⽣生の満⾜足度度X留留学先
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まとめ
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留留学のインパクトに関する本調査では、留留学のインパクトが考えられる能⼒力力、
キャリア、意識識・⾏行行動、態度度・価値感、⼈人⽣生の満⾜足度度の5分野について、主に
回答者の主観的評価のデータ分析を⾏行行った。 
• 全体 

•  留留学のインパクトが⼤大きいと考えられるのは、能⼒力力と意識識。 
•  キャリアに関しては、採⽤用とキャリア設計においてはある⼀一定のインパクトがあるが、
留留学未経験者と⽐比較したキャリア処遇や年年収においてはインパクトは⼩小さい。 

•  ⾏行行動の変容へのインパクトは⼩小さい。 
•  留留学を経験した⼈人は、新規性、多様性、向上⼼心が⾼高く、転職を好む傾向がある。 
•  留留学経験者の⼈人⽣生への満⾜足度度は⾼高い傾向にあるが、収⼊入について満⾜足している⼈人は4割
程度度。 

• 留留学先別 
•  アメリカ・カナダ・イギリスへの留留学はキャリアへの影響が⼤大きく、年年収にも差が⾒見見
られる。しかし⼈人⽣生の満⾜足度度については、留留学先による違いはあまり⾒見見られない。 

•  英語圏に留留学した⼈人と、中国・韓国・台湾・フランス・ドイツに留留学した⼈人との間で、
態度度・価値観に違いが⾒見見られる。 
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今後の分析について
• 留留学タイプ別の分析 

•  留留学を主なタイプに分類し、留留学のタイプ別に、その中⻑⾧長期的なインパクト
について分析 

•  留留学の分類に使⽤用する項⽬目 
1.  留留学の期間（1年年未満・1〜～2年年・2年年以上に3分類） 
2.  留留学先学校種別（⾼高校・学部・修⼠士・博⼠士・語学学校） 
3.  留留学形態別（学位取得・単位取得・語学留留学） 
4.  学問の専攻・専⾨門分野別（⼈人⽂文学系、社会科学系、理理⼯工学系） 

•  50％以上を占めるアメリカ留留学に絞ったインパクト分析 
• 留留学のキャリアへのインパクト（留留学種別や形態と採⽤用における評
価やキャリアへの影響の関係、例例：学位取得留留学に絞った採⽤用や
キャリアへの影響） 

• 中間ファクター（留留学中の活動）と留留学のインパクトの関係性の分
析 
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